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今年最後の園だよりとなりました。保護者参加の行事『あそびっこ』は、天候を心配しました

が、三日間共に秋晴れ心地良い風も流れ、散歩日和のゆったりとした時間となったことと思いま

す。温暖化でスズメバチも活動しており、急遽、う回路として地域の方の不耕作地を使わせてい

ただきました。地域の方からは、スズメバチの情報が園にあり、退治もしていただくこともあり

ます。自然は、園内では学べないたくさんの学びがあります。しかし、危険とも隣り合わせであ

ることを園職員とも再確認し続けていきたいと改めて思いました。保護者の皆様には、忙しい

中、時間をつくっていただき、子どもたちと一緒に童心に帰って楽しんでいただきありがとうご

ざいました。 

コロナ禍での行事で・・・気付かされたこと 
　二学期の親子参加の運動会やあそびっこを分散型の行事となりました。 

運動会的保育参観は、分散型も良かったという声をたくさんいただきました。 

『子どもたちと保護者の距離が近く、一体となれた。子どもたちは、一同に会しなくてもいつも

と同じように・いつも以上に真剣に取り組んでいた。時間に追われずじっくり取り組めた。観客

が身近な保護者であり、緊張の度合いも少なかった。』等々 

もちろん、保育参観後も、子どもたちは、自信満々で色々な事に興味や関心を寄せ意欲的に挑戦

し続けています。進行形です。 

運動会は、一同に会して全園児でやるものと思い込んで疑うこともありませんでしたが、ほくぶ

幼稚園では過去に一度だけ、スポーツの日として取り組んだこともあったとのこと。これから

は、行事のあり方も、コロナをきっかけにして、『子どもとつくる』行事ってどんな事？など

色々と考えるべき時代になってきたのかなとつくづく思うところです。 

とにかく、子どもたちは、あそびっこでもそうでしたが、何があってもいつものように散歩や遊

びも楽しむ柔軟性があることに改めて気が付くことができました。 

 
 



 

 



 



 


